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経済計画研究部門 教授 瀬尾芙巳子、福地崇生、 西村和雄
助教授 有賀健
助手 黒田達朗
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教授 助教授 助手 事務官 定員外職員 計















和書 6，514 317 
洋書 3，297 130 
b 1979(昭和54)年一一8部門設立時
(1) 機構(1979年4月現在)


























教授 助教授 助手 事務官 定員外職員 計
8 8 4 17 [4] 37 
(3) 予算
項目 人件費 物件費 計
1978年度 142，477 45，538 188，015 
(千円)
(4) 図書(蔵書数)1979年 4月 1日現在
区分 図書冊数 雑誌種類 統計資料
和書 22，358 389 685種
洋書 14，080 202 80種
C 1983(昭和58)年一一10部門完成時
(1) 機構(1983年5月現在)








































































教授 助教授 助手 事務官




















区分 図書冊数 雑誌種類 統計資料
和書 31，361 448 688種
洋書 23 ， 388 272 123種
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第 1節総 記
e 1994(平成 6)年 現状
(1) 機構
〔研究部門) (1994年3月31日現在くただし1994年4月1日予定を挿入>)
























教授 助教授 事務官 定員外職員 言十
17(2) 9 (1) 13 [10] 39 
教授・助教授の( )内は客員で内数
(3) 予算
項目 人件費 物件費 計
1994年度 340，478 73，574 414，052 
(千円)
(4) 図書(蔵書数)1993年 5月 1日現在
区分 図書冊数 雑誌種類 統計資料
和書 36，623 449 668種
洋書 29，291 285 123種
以上研究所にとって節目の年となった1966(昭和41)年、 1979(昭和54)年、


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1967年 2月 瀬尾芙巳子 先進国価格変動と対外準備
3月 渡部経彦 Residual Factors and Economic 
Growth 
尾上久雄 イタリアにおける計画問題の形成





























(1970年、 3: 7) 




















逸見良隆 The Role of License in the Optimal 






(1972年、 6: 1) 
1973年5月 西村周コ 医療費と所得分配
逸見 良隆 Distributional Effects of Linear In-
















12月 馬場正雄 The N eal Report :批判と反批判
青木昌彦 カレツキー・モデルにおける不均衡成長
(1973年、 8: 2) 
1974年 1月 尾上久雄 環境容量と社会的費用
2月 森口 親司 交易条件と FullCapacity Growth 
逸見良隆 Distributional Effects of Interest In-




















佐和隆光 Categorical Control Problem in Reg-
ression Analysis 
(1974年、 11:2) 
1975年 2月 尾上久雄 イタリアの経済事情
森口 親司 計量モデルによる景気の分析と予測
5月 佐藤 光 動学的所得分配フ。ロセスについて
6月 伴 金美 言十量モテソレにおける Unobservable
Variableについて








11月 森口 親司 日本経済の現状と今後の見通し
12月 瀬尾芙巳子 多目的関数の最適化について
(1975年、 11: 2) 









7月 伴 金美 1973年以降の日本経済の構造変化につい
て

















鈴村興太郎 Equity， Majoritarianism and Individu-
al Rights 
(1977年、 10:9) 










































5月 橘木俊詔 Earning Distribution A Recursive 
Logit Analysis 
6月 向 寿一 多角的決済網とアジア
鈴村興太郎 Distributional Value J udgements， 
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Piecemeal Welfare Criteria and Social 
Welfare Function 
中村二朗 製造業における性別労働需要分析














(1979年、 9: 2) 
1980年4月 佐和隆光 原油価格決定メカニズムのモデル分析












(1980年、 8: 4) 
1981年 1月 向 寿一 在米外国銀行の現段階
上原ー慶 中国社会主義建設の再検討 1950年代
を中心に
2月 鈴村奥太郎 Equity， Efficiency and Rights in Social 
Choice 
森棟公夫 同時方程式モデルにおける推定量の改良























(1981年、 13: 6) 
1982年 1月 尾上久雄 経済政策の主体について
2月 塩沢 由典 理論経済学四つの問題
宮崎義一 内部資金比率の上昇傾向について
3月 青木昌彦 Incentive Compatibility and the Nash-
solution under N on-convex Technolo-
gy 
鈴村興太郎 On the Sustainability of Full-Capacity 




6月 伴 金美 合理的期待形成仮説にもとづくマクロ計
量モデル分析について
7月 森口 親司 マクロ経済モデルと日本経済
杉本昭七 Intra-Firm Trade研究の意味
青木昌彦 On the Debt-Equity Ratio of the 












(1982年、 13: 12) 
1983年 2月 上原ー慶 転換期の中国経済
塩沢 由典 近代経済学の反省
橘木俊詔 租税政策の評価について
3月 宮崎義一 J. M.ケインズ再考(退官記念講演)
5月 森口 親司 四半期マクロ計量モデルの拡張・再推
定・予測誤差













(1983年、 12: 13) 
1984年 1月 谷川 寧彦 企業の株式持合いについて
橘木俊詔 所得分配問題における所得源泉別不平等
と水平的不平等について














6月 小林正人 Comparison of Two Selection Proce-
dures of Biasing Term in Ordinary 
Ridge Regression 
佐和隆光 A Generalization of the Logit Model 
and Its Bivariate Extention 
9月 塚谷 ↑亘雄 Dose-response Relation and Causality 
Deduction in Environmental Issue 
10月 森棟公夫 同時方程式モデルにおける t比の分布






(1984年、 10: 9) 







5月 有賀 健 On Procyclical Quits and Counter-
Cyclical Layoffs 











12月 今井晴雄 Value of a Price Control Game via 
Majority Voting with a Discrimini-
natory Rationing Rule 
(1985年、 11: 6) 




6月 佐和 隆光 Revaluation of Durable Capital Stock 
in J apanese Manufacturing and its 
Application to the Measurement of 













1987年 1月 杉本昭七 経済統合の歴史とその理論化
今井晴雄 Quality Barrier 









6月 八木 匡 Dynamic Movement of Regional Out-







(1987年、 12: 23) 

















The Dynamics of Efficient Inter-
temporal Allocations with Many 
Agents， Recursive Preferences and 
Production 
青木昌彦 The Participatory Generation of Infor-
mation Rents and the Theory of the 
Firm 
6月 谷川寧彦 資産選択とライフサイクル















12月 黒田達朗 Location and Scale of Public Facilities 






1989年 1月 福地崇生 日本経済の長期成長モデル
2月 今井晴雄 配分制約と交渉解
3月 有賀 健 メインノ〈ンクのf党書Jjについて
6月 黒田 達朗 Advertising， Local Public Goods， and 
Land Markets 
青木昌彦 Three Duality Principles of the Jap-
anese Firm as a N exus of Financial 
and Employment Contracts 
7月 西村和雄 Endogenous Fluctuations in the Sarro-




12月 八木 匡 Dilapidation of Public Capital and 
Optimal Policy of Local and Central 
Government 
今井晴雄 An Extention of Symmetry Axiom 
(1989年、 15: 20) 




キ直田 和弘 SuperfundとPolluterPays Principle 
佐和隆光 定性推論用エキスパート・システム
有賀 健 Modeling and Simulating the Labor 









12月 今井晴雄 Constrained Bargaining Problem under 
Fixed Order of Responses 
(1990年、 12: 9) 






3月 鈴木和志 R&D and Dual Cast Measure of Multi-
ple Q in J apanese Electrical Machinery 
Industry 
有賀 健 Intermediations and Increasing Re-
turns in Trading 
4月 西村和雄 Non-linearity and Chaos in Optimal 
Growth 
7月 岡田 章 The Emergence of the State : A Game 
Theoretic Approach to Social Con-
tract 
瀬尾芙巳子 On Construction of Utility-based Intel-







(1991年、 10: 14) 




3月 橘木俊詔 Bequest and Asset Distribution 
堀内俊洋 メインパンク取引の構造
今井晴雄 Constrained Bargaining Problem: 
Revisited 
大屋幸輔 可変係数回帰モデルに関して
鈴木和志 R&D， Technology Transfers and Par-
ent-Subcontract Firms Relationship 
有賀 健 Corporate Hierarchy， Promotion and 
Firm Growth 
4月 塚谷恒雄 中央アジアの環境と経済の再生
6月 西村和雄 True Chaos in Optimal Economic 
Growth 
坂井昭夫 「新世界秩序」に関して
(1992年、 8: 25) 
1993年 2月 有賀 健 Wages， Seniority and Rank : Evidence 
















4月岡田章 Noncooperative Coalitional Bargain-
ing Model 
6月 新f灸閑禎 Constructing Stationary Sunspot Equi-
libria in a Continuous Time Model 
9月 西村和雄 Optimal Cycles and Chaos 
福地崇生 Long-Run Regional Share in Multi-
Regional Economy-一一the Case of 
European Integration 
今井晴雄 On the Possibility of Cross-Ownership 
in an Incomplete Contracts Model 
有賀 健 Microscopic Price Rigidities and 
Macroscopic Price Inertia 
10月 岩本康志 Does the Dynasty View Help to 
Explain J apan's High Saving Rate 
12月 下村研一 A Bargaining Set and Subsolutions 



























1971 (昭和46)年 3回(1: 2)、1974(昭和49)年13回(1: 2)、1977(昭和52)年
19回(10: 9)、1980(昭和5)年12回(8: 4)、1983(昭和58)年25回(12: 13)、






















(M. J. Keen) 
唐国輿
ヨトフ。ロス
(P. A. Yotopoulos) 
ハム
(s. C. Ham) 
ビエルツビッキー
(A. P. Wierzbicki) 
マクアレール
(M. J. McAleer) 
























































































































































3月までで、 380号に達する。 50号(うち英文9、以下同じ)が1968年、 100号









61点、 86点、 1975-79年度、 27点、 55点、 1980-84年度、 20点、 53点、 1985



























































































































































は0)。同年度 7名、 1987年度 9名、 1988年度16名、 1989年度12名、 1990年











学内記念講演会 1972年10月5日 場所法経第 2教室
1) 行沢健三 「円・ドル問題と日米生産性格差」
2) 森口親司 「世界貿易の動向と通貨調整問題」
学外記念講演会 1972年10月12日 場所朝日新聞ホール(大阪)
1) 青山秀夫 「福祉の問題と経済学J
2) 尾上久雄 「経済と環境」
354 
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{研究戸斤制立20周年記念講演会〕
学外記念講演会 1982年11月25日 場所大阪府立文化情報セン
ター
1) 佐和隆光 「現代経済学の20年j
2) 宮崎義一 「現代資本主義と多国籍企業」
学内記念講演会 1982年12月2日 場所経済研究所
1) 塚谷恒雄 「危険と安全の谷間にてJ
2) 小池和男 「日本の労使関係J
〔研究所創立30周年記念講演会およびシンポジウム〕
講演会(京都会場) 1992年10月15日 場所法経第2教室
1) 西村和雄 「パラダイムとしての近代経済学」
2) 有賀健 「プロ野球の経済学」
3) 坂井昭夫 「日米摩擦の新局面一一知的所有権紛争」
シンポジウム(大阪会場) 1992年10月26日 場所千里ライフサイエ
ンスセンター
テーマ「病める地球とこれからの企業社会j
基調報告 佐和隆光
コーディネーター 浅田 彰
パネリスト 茅 陽一(東京大学)
佐和隆光
植草一秀
第 3項 電子計算機システム(1992年現在)
本研究所の電子計算システムは、マクロ経済時系列分析、産業連関分析、
標本実験による統計推定、地域環境モデルの開発、労働市場の計量分析、フ
ァジイ決定等の諸分野で利用されてきた。従来とは異なり、近年はデータベ
ースの大量化、資源・開発、政治・経済の分野の拡大と複雑化のため、研究
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所内でのローカル・システムの構築が必要となっている。この構築は推進途
上にあり、数年の内に新しいハードウェア、ソフトウェアが充実するものと
考えられる。
電子計算機室では、 1969(昭和44)年と1970年に小型電子計算機FACOM-
Rと周辺機器を導入し、 1971(昭和46)年には本学大型計算機センターとの
TSSオンラインシステムが完成した。さらに1975(昭和50)年には FACOM-
U300を導入して、大型計算機センターのリモートパッチ・ステーションと
なり、処理容量は飛躍的に拡大した。その後1980年代を迎え、計算機システ
ムは日進月歩の進展を見せ、利用者は所員のみならず大学院生や共同研究者
に拡大した。現在、当研究所に関連するシステムは以下のように分類されよ
つ。
(1) 大型計算機センター・汎用計算機(FACOM -M1800/30)およびスーパ
一・コンビューター(VP2600)
(2) 経済研究所・中型汎用計算機(FACOM-S3500)
(3) 経済研究所・ワークステーション(HP9000/Mode1825)
(4) ディスプレイ・サブシステム(FACOM9526/6650) 
(5) 任意のパーソナル・コンビューター(各研究室配置のもの)
このうち中型汎用計算機(FACOM -S3500)は、大型計算機センターのリモ
ートステーションとなっており、高速日本語レーザー・プリンターを備え、
各種図形処理結果の印刷も可能で・ある。もちろん主記憶容量8MB、磁気デ
ィスク容量 1GB、磁気テープ装置を備えた独立の計算機能も持っている。
基本ソフトウエアは OVIS/Sであり、プログラミング言語は FORTRAN77，
PASCAL等が使用できる。ワークステーション(HP9000/Mode1825)は、京
都大学統合情報通信システム(KUINS)とのデータ通信に威力を発揮してい
る。これは経済研究所をノードとする光ケーブル(いわゆるイエローケーブル)
による学内の高速ループLANにより、大型計算機センタ一、 X.25パケッ
ト網による学術情報センターの大学問コンビューターネットワーク、あるい
はBitnetやInternetの国際ネットワークなどへ高速でかつ容易に接近でき
356 
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るシステムで、ある。
ディスプレイ・サブシステム(FACOM9526!6650)は9.600bps交換機によ
るディスプレイ指向型のフ。ログラム開発支援システム(PFD)の機能を持ち、
所員の経済分析ばかりか、大学院生の情報処理教育にも利用されている。各
研究室に配備されている多数のパーソナル・コンビューターは、それ自体で
簡便な計算機能やワープロ機能を備えているが、最近はマッキントッシュ社
の製品が多くなり、これらを AppleTalkでネ ットワークをはり、ワークス
テーション(HP9000!Mode1825)に接続することで多様な利用が可能となって
いる。
357 
